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Fig. 1 Chemical structure of fluorinated PMEA 
Fig. 2 Protein adsorption of fluorinated PMEA 
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PBS で浸漬させなかった P3FM-b-PMEA 膜のフィブリノーゲンの吸着量が高かった理由は、室温
以上の Tg を有する P3FM が水中で PMEA ブロックへの変化を抑制していたためと考えられる。
F15-b-PMEAが PBSでの浸漬前後で吸着量にほとんど変化がなかった理由も、水中での PMEAブ
ロックへの変化を室温以下の Tmを有する F15が抑制しなかったためであると考察される。 
以上の結果より、優れた生体親和性界面を構築有するためには、十分な中間水を含む鎖が効率
的に水界面に配向する必要があると考えられる。 
1) M.Tanaka et al., Biomacromolecules, 3, 36 (2002). 2) A. Kikuchi, J. Colloid Interface. Sci., 158, 10 (1993).  
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